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内外交差点

（大丸タクシー専務） 第10／12回秋山　友昭氏

　1983年３月のヨーロッパＦＭ放送局探訪の旅は１カ月に及

んだ。訪問した国は、オランダ、ドイツ、イギリス、イタリ

ア、フランス、スイス、スペイン等の10カ国に及び、訪問し

た放送局は約30社となった。しかし、「極東の島国」のＦＭ

局への番組の提供などに全く興味を示さない人もいるわけだ

から、情報収集は簡単ではなかった。それでも魅力的な放送

をする放送局が何社もあり、興味を持ってくれる人も少なか

らずいたので、この１カ月の欧州ツアーでしっかりボリュー

ムのある「ヨーロッパのＦＭ局の資料」をまとめることが出

来た。

　僕たちの計画はヨーロッパのＦＭ局に日本のＦＭ局向けの

オリジナル番組を制作してもらい、それを日本のＦＭ局で番

組化してもらおうと言うものだった。フランス語ＤＪによる

フレンチポップス中心の音楽番組、イタリア語ＤＪによるイ

タリアンポップス中心の音楽番組など、考えただけでもワク

ワクする企画だと思ったが、こういう番組を受け入れてくれ

るＦＭ局など、「ＦＭ横浜しかない！」と言うのが、当時の

感覚だった。

　ＦＭ横浜という放送局は、首都圏で聴くことができる２局

目の民法ＦＭ局ということで、ターゲット層も「35歳以下」

に絞り込むなど、ＦＭ東京との違いを際立たせた編成が人気

を呼んでいて、「エフ横で番組を持ちたいスポンサーが番号

札を持って並んでいる」と言われるくらいの勢いだった。そ

んなエフ横に、関西ローカルの制作会社が大胆にも番組の提

案に赴いたのだが、実際にお会いした編成部長はとても紳士

的な方で、こちらの提案に真剣に耳を傾けてくれた。何より

も、実際に現地に行き、現地の放送局の担当者と話をしてき

た者が直接プレゼンしているわけだから、猛烈に説得力が

あったのだ。

　編成部長はヨーロッパのＦＭ局から音楽番組という新境

地を自分の手で実現したいと思ってくれたようで、「何ら

かの形で特番でのオンエアを検討したい」とのことだった。

そこで我々は２時間くらいの特番の企画を立案することに

なった。その頃、ヨーロッパに同行した東京の有線放送「Ｋ

ＴＹＯ」のプロデューサーのマーク・ヘーゲンの元に、オラ

ンダのラジオ局のディレクターから情報が入った。アメリカ

の「ビルボード誌」のヨーロッパ版だった「Music & Media

誌」によるヨーロッ

パ最大の音楽イベン

トがスイスのモント

ルーで６月に開催さ

れ、そこにヨーロッ

パ各国のＦＭ局が

特別ブースを作っ

て、自国向けの放送をするという情報だ。我々が訪問したＦ

Ｍ局も多数出展するようだ。そこで、我々はそのイベントに

ブース出展するＦＭ局が自国向けに放送する番組を購入して

編集し、フランス語、ドイツ語、イタリア語、オランダ語な

どのＤＪによる音楽番組「European DJ Carnival ’87 from 

Montreux」という番組を企画し、ＦＭ横浜に提案した。こう

いう番組にＦＭ横浜が興味を示さないわけがない。スポン

サーも決まり、モントルーでの収録もスムーズに進み、マー

ク・ヘーゲン自身が番組ナビゲーターを務めて番組は仕上

がった。ＦＭ横浜の事前ＰＲの効果もあり評判は上々で、

我々はＦＭ横浜から「次の提案」を期待されるようになっ

た。阪神ライブレコーディングの鈴木社長は、この番組の成

功を機に阪神ライブレコーディングという社名を「株式会社 

サム・コーポレーション」と変更して、東京オフィスを設置

することになった。僕は甲子社ＡＶＣからサム・コーポレー

ションに転籍して、東京駐在の営業マンとなったのだ。

　この「European DJ Carnival」という番組は、我々にとっ

てヨーロッパＦＭラジオの「ショーケース」であって、これ

を足掛かりにしてこのヨーロッパＦＭの番組を特番ではなく

レギュラー番組として売り込む事こそが目標だった。番組の

供給元として有望なＦＭ局もいくつかあった。まず、オラ

ンダはアムステルダム近郊のヒルヴァーサムという街にあ

る「Radio Veronica」という放送局。ここは「ヨーロッパ

No.１」と言っていいくらいカッコイイ放送をする。ロスア

ンゼルスの「Kiss-FM（KIIS-FM）」を凌駕するくらいＤＪの

力量がすごい。僕としては「Veronicaの番組を日本で放送し

たい」という思いが一番強かった。オランダという国は音楽

業界にあっては特別な位置づけにあるのだ。「ヨーロッパの

音楽の中心地」というと、どうしてもロンドンを想像するの

だが、実は「音楽情報の中心地」は、実はアムステルダムで

あるということを、あらゆる「事実」が示唆していた。しか

し、そんなマニアックな評価よりも、日本人にとって最も受

け入れやすい国というと、それはオランダではなくフランス

なのだ。

　我々、サム・コーポレーションはフランスのパリ発の音楽

番組をＦＭ横浜に企画提案することにし、僕はラジオプロ

デューサーとしての第一歩を踏み出すことになった。

European DJ Carnival

横浜に届いた新しい波


